
療育センターとは、相談・診断、療育までを⼀体的に⾏う障がい児療育の中核施設である。
急増している療育センター等における新規受診児数の増加、福岡市⽴あゆみ学園の
⽼朽化の進⾏、保育所等に通う障がい児への⽀援ニーズの⾼まり等への対応のため、市
南部地域に、「南部療育センター（仮称）」を新たに設置するもの。

基本計画策定にあたっては、学識経験者、療育機関関係者、保護者代表等により構成
された福岡市南部療育センター（仮称）基本計画検討委員会において、障がい児療育
を取り巻く現状や課題に対応した療育センターのあり⽅等について意⾒が出され、本計画を
とりまとめた。
あわせて、検討委員会での意⾒も踏まえ、本市の療育のあり⽅等についても検討していく。

南部療育センターには、以下の機能を有するものとする。これらの機能のうち、訪問型⽀援
であるアウトリーチの拡充を図る。

（１）相談・診断
新規受診児数の増加に対応するため、既存療育センターと⽐較して相談室を拡充

（２）通園による⽀援
肢体不⾃由児については、あゆみ学園の定員40⼈を⽬安とし、知的障がい児

については、⺠間では⼗分に対応できていない１〜２歳児及び３〜５歳児の医療的
ケア等が必要な障がい児を中⼼とした定員30⼈を⽬安として通園による⽀援を実施

（３）保育所・幼稚園へ通う障がい児への⽀援
保育所・幼稚園への移⾏が円滑に進むよう、受け⼊れる施設への⽀援を⾏うとともに、

障がい児や保護者への⽀援も⼀層推進するため、外来グループ療育室を拡充

（４）外出が困難な障がい児への⽀援
重度障がい児の居宅への訪問⽀援を実施

（５）家族⽀援
⽇中⼀時⽀援について、医療的ケア児専⽤枠を設け充実させるとともに、

ペアレントトレーニングなどの保護者⽀援、サポートファイル作成⽀援を実施

（６）地域⽀援
療育に関わる施設等に対する研修などにより、地域全体の⽀援⼒向上を図る

とともに、療育部⾨だけでなく関係機関が連携した、きめ細かな⽀援体制を強化

（７）地域との交流等
災害時を含む地域への施設開放等

施設整備にあたっては下記の点に配慮した上で、感染症対策など衛⽣⾯にも留意する
ことを基本的な⽅針として定める。

施設配置については、利⽤形態等に応じた使いやすい配置、⼗分な駐⾞台数の確保、
明るく開放的な園庭の整備等に配慮することを基本的な⽅向とする。
【施設配置イメージ】

※上記は、イメージであり、今後、変更となる可能性がある。

太陽光発電、⾮常⽤電源設備、電気⾃動⾞等の検討

（１）すべての⼈が使いやすい施設 【利⽤者視点】
（２）サービスを提供しやすい施設 【運営者視点】
（３）維持管理しやすい施設 【施設管理者視点】
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Ⅱ 策定経緯

Ⅲ 施設機能

Ⅳ 施設建築計画

Ⅴ 施設配置計画

Ⅵ 設備等

Ⅶ 今後のスケジュール（想定）
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